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以前、ボウガンの矢が刺さったままのオナガガモが上野動物園で保護され、矢を摘出された状態で放

たれたニュースに、怒りとともに救出チームのご努力に感動された方は多いのではないでしょうか。また、

ユリカモメの頭部に吹き矢がささった状態で発見されたこともありましたね。いずれも鳥獣保護法違反の

可能性が高い事案です。 

 

それでは海の中での事案はどうなるのでしょうか？ 

環境省が教材として提供している海洋ゴミに関する資料がありますので、その一部をご紹介したいと思

います。 

動物の死骸の写真はインパクトがありますが、現実に起こっていることでもあり、目を背ける訳にはい

きません。また、意図的では無いにしても、こんなことにならないように、注意しなければなりませんね。 
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